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安全性や楽しさを考慮したウォーキング経路推薦方式の提案
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あらまし 近年の健康ブームによるダイエットや体力維持を目的としたウォーキング人口の増加や、2020年の東京オ

リンピックに向けたスポーツ庁による運動を促進する取り組みが行われており，エクササイズとしてのウォーキング

を支援するシステムを開発する意義は大きいと考えている．しかし，既存の歩行者ナビゲーションシステムは，ユー

ザが指定した目的地へ最短で移動するルートを推薦するものであり，エクササイズとして楽しくウォーキングをさせ

る目的としたものは少ない．そこで我々は,ポジティブやネガティブといったユーザの心理や安全性を考慮したウォー

キングルート推薦システムを提案する．本稿では，ジオタグ付きツイートや交通情報,事故データ,勾配といったデー

タを使用した安全且つ楽しく行えるウォーキングルートの推薦手法を述べる．
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1. は じ め に

近年の健康ブームによるダイエットや体力維持を目的とした

ウォーキング人口が増加している [1]．また，2020年の東京オ

リンピックに向けたスポーツ庁による運動を促進する取り組

み [2] が行われており，エクササイズとしてのウォーキングを

支援するシステムを開発することの意義は大きいと考えている．

しかし，既存の歩行者ナビゲーションシステムは，ユーザが指

定した目的地へ最短で移動するルートを推薦するものであり，

ウォーキングそのものを楽しくさせる事を目的としたものは少

ない．

　そこで我々は，ポジティブやネガティブといったユーザの心

理を考慮したウォーキングルート推薦手法を提案することで，

決められた範囲の中で，ユーザが安全で且つ，楽しいと感じる

ウォーキングを支援することを目指す．

　本稿では Twitterのジオタグ付きツイート，交通情報，事故

データを用いて，ユーザにとって危険やネガティブなスポット

を回避し，安全かつポジティブなスポットの推薦を提案する．

こうすることで，ユーザにはエクササイズとして，持続的に

ウォーキングができると考えている．

　以下，２章では関連研究との比較を述べ，３章では提案手法

について説明を行い，４章でまとめを述べる．

2. 関 連 研 究

ウォーキングを行う上で，ウォーキングを継続または開始す

る「動機付け」が重要である．なぜならウォーキングは運動で

あり，多少たりとも負荷を伴う．そして一般的に辛い，つまら

ない，といった印象を抱き，動機付けや継続が難しいからであ

る．

　前田らの研究では，勾配データや心拍数，ジオタグ付きツ

イートを用いて，ユーザにとって過度な負荷をかけ過ぎない

ウォーキングルート推薦の提案を行っている [3]．しかし，ジオ

タグ付きツイートの内容は考慮せず，ツイートの量だけでルー

ト推薦を行っている．その為，「暗い」，「汚い」といったネガティ

ブなツイートであったり，ネガティブでもポジティブでもない

内容のツイートであっても，ツイートのデータ数に含まれてし

まう恐れが考えられる．

　武藤らは，ウォーキングコースの見どころポイントや，ウォー

キングコースの共有機能を基に，スマートフォンを活用した

ウォーキング支援サービスを提案している [4]．見どころポイン

トや危険情報を共有機能により，情報を取得するが，ユーザの

身体的負荷情報は個人により様々であるため共有機能では考慮

されていない．しかし，見どころポイントといったポジティブ

エリアは考慮されているが，危険情報といったネガティブエリ

アについては考慮されていない．また，交通情報や事故データ

といったユーザが感じ取り難いデータについても考慮されてい

ない．

　 Danieleらは，二枚の写真を基にどちらが好ましいのかを判

定し，どの様な道を好むのかを機械学習させる．それにより，

従来のナビの様に最短経路を推薦するだけでなく，綺麗に感じ

るルートを推薦している [5]．しかし，交通情報や事故データ，

勾配については考慮されていないので，十分に安全性を考慮で

きていない．

　川俣らは，四つの景観要素 (田園系，山林系，水辺系，都市

系)を元に，景観ベクトルに基づいたクラスタリングを行い，ク

ラスタ間での大まかなルート探索を行う.そのルート探索結果

より選ばれたクラスタに含まれるノード，リンクから更に詳細

なルート探索を行い，各景観のルート推薦を行う [6]．しかし，



図 1 ウォーキングルート推薦システムの概要

景観要素のみを考慮している為，交通情報，事故データといっ

た安全性については考慮されていない．その為，どんなに景観

が良くても，安全でないと意味がない．また，この研究はドラ

イブにおけるルート推薦手法であるのに対し，本研究はウォー

キングにおけるルート推薦手法である．

　 Kimらはリアルタイムのジオタグ付きツイートから推測さ

れる感情より，極端にネガティブな感情を持つエリアを避け，

最短距離よりわずかに増加した安全で楽しいルートを見つける

ことを提案している [7]．それに加え，シカゴ市ポータルの犯罪

履歴データ内の犯罪率と，ネガティブなツイートデータが多く

呟かれた地域間で有意な相関関係があることから，ソーシャル

メディアの感情の意を利用し，犯罪スポットを迂回するルート

推薦を検証している．しかし，交通情報については触れられて

いない．

3. 安全性や楽しさを考慮したウォーキング経路
推薦方式

本稿ではポジティブやネガティブといったユーザの心理や安

全性を考慮したウォーキングルート推薦システムを提案する．

3.1節ではウォーキングの適性に関する検討，3.2節では中継点

を用いた経路推薦手法について説明する．

3. 1 ウォーキングの適性に関する検討

図 1にウォーキングルート推薦システムの概要を示す．まず，

ユーザはウォーキングを行う時間，または距離を入力する．そ

の範囲内で危険性や不快感を与えるようなネガティブなエリア

を避け，ユーザにとって楽しく気持ちの良いウォーキングを行

えるルートの推薦を行う．

　本稿で提案するシステムでは，ウォーキングの出発地と目的

地が同じであり，安全性やユーザの心理状況を考慮したルート

推薦を行うため，既存の手法である単純なダイクストラ法のみ

では困難である．

　以下，3.1.1節では楽しさや気持ちの良さを考慮したポジティ

ブエリアの設定手法，3.1.2 節では危険性や不快感を考慮した

図 2 ポジティブ・ネガティブを考慮したルート推薦の例

ネガティブエリアの設定手法について述べ，3.2節ではこれら

を考慮した経路推薦手法を提案する．　

3. 1. 1 楽しさを考慮したポジティブエリア

ジオタグ付きツイートやスポット上の口コミを使用してポジ

ティブエリアの設定を行う．ジオタグ付きツイートや口コミか

らは，「楽しい」や「美しい」といったユーザにとってポジティ

ブな意味を持つ言葉を抽出し，それらの単語の抽出量に応じて

ポジティブエリアを設定し，エリア上のコストを下げる．

3. 1. 2 危険性を考慮したネガティブエリア

ネガティブなエリアの設定では，ジオタグ付きツイート，事

故データ，交通情報等のデータを利用する．ジオタグ付きツイー

トからは「危ない」，「暗い」，「汚い」などのネガティブな意味

を持つ単語を抽出する．また，事故データや交通情報からは事

故件数や交通量の多さを考慮する．これらを元に，ネガティブ

エリアを設定し，エリア上のコストを上げる．

3. 2 中継点を用いた経路推薦手法

前項で，既存手法のダイクストラ法のみでは推薦することは

困難であると述べた．そこで我々は図 2 に示すような，ネガ

ティブエリアを避け，ポジティブエリアを優先的に通るような

ルート推薦手法を提案する．ユーザにより入力された時間や距

離の範囲内でおよそ半分の位置に現在地点よりもポジティブと

感じられる任意の地点を中継点とする．そうすることで出発地

から中継点及び中継点から目的地のルート推薦が可能となる．

そして，3.1節でユーザの心理状況を考慮した経路上のエッジ

を元に，出発地から中継点までの経路をダイクストラ法を用い

てルート推薦を行う．その後中継点から出発地に戻るルート推

薦を行うが，このままの推薦手法であると，来た経路を推薦し

てしまうリスクがあるため，来たルート上のエッジのコストを

大きくすることで別のルート推薦を行う．尚，ネガティブエリ

アを避けポジティブエリアを優先的に通るルート推薦を行うと，

ユーザが設定した距離または時間をオーバーしてしまう可能性

がある．その際には，中継点を少し近いところに再設定した上

で経路の再推薦を行い，ユーザの設定値に近づくまで繰り返す．

4. ま と め

本稿では，人の心理状況と安全性を考慮したウォーキング

ルートの推薦手法の提案を行った．今後は，この推薦手法を元



にシステムの開発，および実際のルートを用いた評価実験を行

い，提案手法の有用性を調べる．将来的には中間点を複数個に

増やすことで実用性のあるルート推薦を行う．
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